
松本・高山エリアのコアバリュー

各地区の高付加価値化の方向性と役割分担
本地域には、自然探勝、登山、アクティビティ、温泉、
ゲートと性格の異なる８つの地区が点在。
各地区の役割を明確化するとともに、地区間のつなが
りや関係性を踏まえた上で、それぞれの地区を磨き上
げ、その土地ならではの価値・特徴の発揮によって、
利⽤の⾼付加価値化を目指す。

本構想の
基本理念

●Kita Alps Traverse Routeならではの本物の価値に基づく感動や学びの体験を提供する
●環境のみならず、社会・経済の観点からサステナブル・レスポンシブルな観光スタイルを確⽴することで、 保護と利⽤の

好循環に貢献するとともに、経済効果が地域全体に裨益する経済循環を構築することで地域課題の解決を図る

中部山岳国⽴公園南部地域 利⽤の高付加価値化に向けた基本構想①
【検討の背景】松本高山Big Bridge構想実現プロジェクト
中部山岳国⽴公園南部地域を中⼼に、松本市街地と⾼山市街地をつなぐ⾏政区分にとらわれない横断的な地域を⼀つの
観光圏として捉えた観光地経営を⾏うことで、「世界水準のディスティネーションの実現」を目指す構想。
松本〜⾼山をつなぐエリアを「Kita Alps Traverse Route」と名付け、広域観光圏として、地域全体で一体的な旅づくりとプ
ロモーションに取り組んでいる。

ワンビジットで松本高山を訪れることで、
北アルプスと都市、⾃然と伝統⽂化の調和の
階層的な変化を体験



令和7年度令和6年度

乗鞍岳・乗鞍高原・白骨温泉・さわんど温泉地区を
⼀体的な利⽤拠点として選定

中部山岳国⽴公園南部地域 利⽤の高付加価値化に向けた基本構想②

【本地域が目指す方向性】

○乗鞍高原及び乗鞍岳において、地域の利⽤を牽引する核となる宿泊施設の誘致を含
む魅⼒向上について、隣接する白骨温泉及び交通結節点であるさわんど温泉と⼀体的
に検討を⾏う。

○これにより、異なる個性を有する4つの利⽤拠点を一体的な拠点と捉え、それぞれの利⽤
拠点の磨き上げと、その相互作⽤によって高付加価値な滞在体験を提供する。

○⾏政界を超えた⼀気通貫の利⽤促進、各目的地の魅⼒向上により、通年利⽤の推進、
二次交通の活性化、雇⽤確保や従業員宿舎の整備、アクティビティの充実等、地域が
抱える課題解決への貢献を目指す。

４地区の⼀体的な磨き上げとその相互作⽤によって、本地域全体で実現したいこと
○利⽤拠点としての乗鞍岳の魅⼒向上による両県一気通貫での利活⽤促進
○旅の目的地としての魅⼒向上による二次交通の充実
○上⾼地の冬季利⽤の整理による他地区を含む通年営業・繁閑平準化
○乗鞍岳エコツーリズム推進全体構想に基づくソフトコンテンツ・アクティビティの充実

先端モデル事業の対象とする利⽤拠点
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中部山岳国⽴公園南部地域利⽤推進協議会

連携

利⽤拠点マスタープランの検討体制から発展し、
地域に対して強い思いを持つメンバーを中⼼に⽴ち上げ、
点から面へと事業規模を拡大していくことを目指す。

将来的な事業の推進体制のイメージ

利⽤拠点マスタープランの検討・策定

地域協働実施体制の構築

国⽴公園ならではの感動体験を提供する
宿泊施設の誘致

誘致場所・要件等の決定 事業者公募・決定

利⽤拠点の⾯的な魅⼒の向上に関する取組
○自然体験ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの造成・ｶﾞｲﾄﾞ事業者との連携・人材育成等
○利⽤施設の整備・管理運営
○他の事業種の地域事業者との連携
○保護と利⽤の好循環の仕組みづくり
〇サステナビリティを体感する仕組みづくり
〇情報提供・プロモーション
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令和8年度以降

フェーズ１ フェーズ２

事業構想検討段階 事業化検討段階 事業者選定段階

継続的なサウンディング調査、国立公園利用拠点滞在環境等上質化事業等による利用拠点の高付加価値化等


